初冠（伊勢物語　第一段）練習問題１
１　次の文を読み、後の問いに答えなさい。

　昔、男初冠して、奈良の京春日の里に、しるよしして、狩りに往にけり。その里に、いとなまめいたる①女はらから住みけり。この男②かいまみてけり。思ほえず、ふる里にいと③はしたなくてありければ、心地まどひにけり。 男の、着たりける狩衣の裾を切りて、歌を書きてやる。その男、しのぶずりの狩衣をなむ④着たりける。

　(Ａ)春日野の若紫のすりごろも　しのぶの乱れ かぎりしられず

となむ 追ひつきて言ひやりける。ついでおもしろきことともや思ひけむ。 

　　　みちのくのしのぶもぢずり誰ゆゑに　⑤乱れそめにし 我ならなくに

といふ歌の心ばへなり。昔人は、⑥かくいちはやきみやびをなむしける。

問1　傍線①の「女はらから」を例えた言葉をＡの歌の中から抜き出しなさい。
問二　傍線②、④、⑤に含まれている助動詞を書きぬき、それぞれ文法的に説明し

　　　なさい。

　　②

　　④

　　⑤

問三　傍線③の意味を答えなさい。

問四　傍線⑥は何のことを指しているか、説明しなさい。

問五　Ａの歌の中から掛け詞を抜き出しなさい。

問六　この文章は事実を述べた部分のほかに、作者の感想を述べた部分がある。

　　　作者の感想を述べた部分の最初の五文字を抜き出しなさい。

初冠（伊勢物語　第一段）練習問題　解答例
１　
問一　（春日野の）若紫
問二　②て　…　完了の助動詞「つ」の連用形
　　　　けり…　過去の助動詞「けり」の終止形

　　　④たり…　存続の助動詞「たり」の連用形

　　　　ける…　過去の助動詞「けり」の連体形

　　　⑤に　…　完了の助動詞「に」の連用形

　　　　し　…　過去の助動詞「き」の連体形
問三　似合わない
問四　男が一目ぼれした女性に、すぐに恋歌を贈ったこと。

問五　しのぶ（の乱れ）

問六　ついでおも
